sunpot 


サンポットガス FF 暖房機 

取扱説明書 


型式 



FFR- 6007 G 
FFR- 6007 G-P 


A 


さたとヒ 給が気筒を必プ 

言 口 


点検してください 


1 







♦このたびはヴンポット方ス F 円爱房機をお買いあけいたださまして、まことじありびと〇ござ 
いました。 

參お使いじなる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I ブを家族全員で正しくご使用くだ 
さし、。 

なお、この取报説日月書は、保証書•設置工事説明書となじ必ず保をして < ださし、。 

おささまご自身による工事はを巧です。設置工事は販売店にご巧巧ください。 
(ストーブを移動させる場合も同じです。） 

•このな品にはが証書を添付しております。 

巧証書はよりよい製品つくりやアフターサービス向上に巧立たせていただきますので、お手 
数ですが所定事項のご記入をこ巧認のラえ、化ず巧証書控えをお買いあげの化売店におおし 
<たを、、。 


马サポ！ jh 巧式甚社 


ご使用前に T 準備 



点検•その他 
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節転 
調運 


洗 


運転 
せ-里 
合マブ 


ま乂力を义刻ィ - 置 
方点义固消時タセ装 

用参•参••参参を 

使 安 



I 特にを意していただきたいこと 


まをのために必ずお守りください 


このな扱説明書には本おをまをに正し<おほいいただくために、守っていただきたい 
事項が表示されています。 

ま示内容をよ<ご巧がいただき、本文をお読みください。 


ザ 

使 

用 

前 

に 


•ここに示した事項は么 を険、么警告、么ミち 意に区分してしほす。 


A 危険 

この表示を無視して誤った取おいをすると、人び死亡、重傷を負 
ラ可能性、または火巧の危険び差し迫って生じることび想定され 
るの容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取おいをすると、人び死亡、重傷を負 
ラ可能性、または乂ぶの可能性び想定されるの容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取おいをすると、人び傷害を負ラ可能 
性や物的損傷の豬をび想定されるの容を示しています。 


参イラスト(まんび)の横じあるマークは次のよ5じ表しています。 


0 


(g) 

マ-ク禁止 

一般的な禁止 

分が禁止 

义気厳禁 


〇 

必ず行ラ 

C 

電源プラグを巧け 


マ-ク指示 

A 

一般的な 

危巧•警告-注意 

A 

言温を意 


マ-クミ主意 


2 


















































I 特にミ主意していただきたいこと 


A 危険 (DANGER) 


ガス漏れ時使用厳禁 

•ガス漏れに気付いたときはガス事業ち(供給 
業ち)の処置び終わるまでの間、絶巧に火を 
つけたの電気器具(換気扇その他)のスイッ 
チの入-切や電源プラグの巧さ差しおよび 
周辺の電話を使用しない。おや火巧で引火 
し、爆発事故を起こすことびあります。 

0 


①すぐに使巧をゆめ、ガスをとメーターの方 
ス栓を閔じる。 

〇 



②窓や戸を開けガスを外へ化す。 



◎もよりのガス事業ち(供給業ち)じ連絡をし 
て < ださし、。 
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まをのために必ずお守りください 


么危険 （ DANGER ) 

給排気筒(管*ホース）かれを巧 a 

参給排気筒(管•ホース)び外れたまま使用し /CN 〇 

ないでください。 1 XJ 

外れていると運転中に排ガスび室のに漏れ 
て、一酸化炭素中毒の原因じなります。 ^^ 

ン心 

00 

ろ 

公 

呼 
念 若 

肿 

\ はずれを巧 

給が気筒トップなそくを巧 ^ 

参給排気箇トップの周りびみさびれた化態で \ 

使用しないでください。 

雪でみさびれているときは、除雪してくだ fX 1 nn 

さい。 

みさびれていると運転中に排ガスび室肉に 八^ 

漏れて酸化の素中毒の原因しなります。 — 


〇。. 

みさぎ 危な 

屋内給排気厳禁 

•匡のに排気すると排ガスび室肉に巧満して iCN 

危険です。 IXJ 

必ず屋外に排気して < ださい。 

i 

# 

/ 


ザ 

使 

用 

前 

に 


么警告 （WAR I NG) 


指定のガス種（ガスグループ）およびこのが器のなおは本体右側面に 
電源语圧.周波数)なか使用厳禁化つてあり■ま！;：銘板 (13 AS ) V 


•機器の銘板に表示しソ外のガス種および電源 
で使用しますと、不完を燃焼じよの一酸化 
炭素中毒になったの、爆荒着乂や機器の故 
障の原因じなります。 

♦転居された場合にちガス種(ガスグループ） 
および電源び一致していることを必ず確認 
してくださし、。 

参わからない揚合はお買い巧めの販売店、ま 
たはちよりのガス事業者(供給業を)じ連絡 
してくださし、。 


器具名： FFR-0000 


CFFRiOOOO > 
外壁用 ( FF - W ) 


(都ホガス田 

13A ) Ve > 

7 . 30 kW 1 -- 

(定格電圧 

: AC100V )- 

[定格周波数 

: 50 / 60Hzl 


定格消費電力： OOW/OOW 
000000-0000000 
サンポット株式会な 
エネルギー消費効率： 82 . 4 % 


型式の呼び 

方スの種類 
電源(電圧） 
電源(周波数) 


お客様ご自身での設置工事-移動工事はしないでください 

♦機器の設置工事や移動工事は必ずお買い巧めの販売店またはちよりのガス 
事業ち（な給業ち）じ依頼し、ちまな位置に正し<設置して<ださし、。 

ご自分で設置-移動工事をされ不備びあると义巧、一酸化炭素中毒、ガス 
漏れの原因になります。 
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I 特にを意していただきたいこと 


么警告 （WAR I NG) 


ガスを続はま巧業者に巧巧してください 

(ガス管は規定の巧化ガスホースか金届管巧続が必要です） 

参この機器はねじ接続です。ガス管接続工事には専門の資格、技術び必要です。 
必ずお買い巧めの販売店またはちよりのガス事業ち（供給業者）じ依頼して<だ 
さい。正し<接続しないとガス漏れ、一酸化炭素中毒、火巧の原因じなります。 



離隔距離の厳守 


•機器の上や周囲に燃えやすいちのを置<と火ぶ 
の原因じなのます。 

•給排気箇トップ周辺の障害物(壁など)と十分な 
離隔距離をとり、燃焼排ガスび滞留しなし倍間 
としてくださし、。 

不完を燃焼の原因じなのます。 

♦可燃物との離隔距離は、標準据巧け國例 (33 〜 
34ページ)で確認して < ださし、。 



後方1 2.5 cm 
左側1 0 cm 

側方 J 5 cm 




ス^前側100 cm 
上方60 cm 


M 則方1己 cm 
前側 60 cm ぶ下方 15 cm 


力ーテン-衣類など可燃巧おち禁止 


•カーテンや燃えやすいちのを近づけないで<だ 
さい。 

♦衣類の乾燥など暖房 Ui 外の用途に使用しないで 
<ださい。機器の過熱や乂巧の原因じなります。 


0 



引义のおそれのあるもの使用禁止 

•スプレー、ガソ I 」ン、ベンジンなど引火のおそ 
れのあるちのをお<で使用している際は機器を 
使用しないで < ださい。 

引火、爆発の原因じなります。 


0 


給}非気筒付おの可燃物お巧禁止 

•給排気箇トップのお < じ、灯油や可燃物など引 
义のおそれのあるちのを置かないで < ださし、。 
乂巧のおそれびあります。 


0 



温風巧出口-空気巧込□をふさがない 

•衣類-紙などで温風吹化□や機器後面部の空気 
吸込□を(フィルタ部)、みさびないでくださし、。 
衣類や紙などでみさぐと火巧の原因じなのます。 



運転したままの外出-就寝は絶対しない 

参運転したまま外出しますと、ろ期せぬ事故の原因じなのます。 
♦就寝されるときは、タイマー運転 L ソ外は使用しないで<ださし、。 


温風巧出□の前にギヤラリ（格子）を巧り付けない 

参义巧の原因となります。 


0 

0 
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まをのために必ずお守りください 


么警告 （WAR I NG) 


スプレー宙厳禁 

•スプレーおやカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ストーブの上や前に(周囲に)放置しな 
いで < ださし、。 

熱で定肉の圧力び上びり爆発して危険です。 


温風に直ちあたらない 

•温風に直接長時間あたらないで < ださし、。 
低温やけどや脱水症がじなるおそれびあり 
ます。また、体調悪化や健康障害の原因じ 
なります。 

•比較的おし > 温度 (40 〜60で)でち長時間温 
風にあったていると、お温やけどのおそれ 
びあります。 

特に乳幼巧-お年毫-身体び不自由な方に 
はけ添いなしじ使用しなし >で< ださし、。 



異常時使用禁止 

•点义しない場合、ご使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音、異常な温度を感じた揚合、 
または使用途中で消火する場合は運転を停 
止し、ただちにガスすまを閉めて使用をしな 
いで < ださし、。 

異常のまま運転を続けますと、爆荒や火ぶ 
の原因じなります。 

•異常を感じた場合は「故障-異常の見分け 
方と処置方法」に6〜29ページ)を参照し 
て < ださし、。 

参それでちおわひのじならない場合は、お買 
_い巧めの販売店にご連絡< ださい。_ 

地震-义おなど緊急時使用禁止 

♦地震、义巧などの緊急の場合はただちに使 
用を中止し、ガス栓を聞めて<ださし、。 


分解修巧-改造使用の禁止 

•故障•破損したら、使用しないで < ださし、。 
不備びあると感電や火ぶ、一酸化炭素中毒 
の原因じなります。 

•改造して使用しないで < ださい。 

不備びあると感電や火ぶ、一酸化拔素中毒 
の原因になります。 



ザ 

使 

用 

前 

に 
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特にミ主意していただきたいこと 


么注意 （CAUT I ON) 


腰をかけたりものをのせない 

参ス I ''ーブの上にのったり、腰をかけたりし 
ないで < ださし、。 

ストーブの故障ややけどのおそれびありま 
す。 

•ス I -ーブの上になびんゆ水を入れたちのを 
置かないで < ださし、。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあのま 
す。 


0 



高温部にミち意 


♦燃焼中や消火直後は、前面ガード-温風吹 
止1□などの他、排気管や給排気筒トップは 
高温になっておりますので手などをみれな 
いで < ださし、。 

•特にお子さまをス I -ーブや給排気箇トップ 
じ近づけないで < ださし、。 

保護ガード(関連部巧)をおすすめします。 


A 



指やまのを入れない 

♦乃ード肉や温風吹お□、空気吸込□じ指ゆ 
異物を入れないで < ださし、。 

クガや乂巧のおそれびあります。 

•特にお子さまのいるご家庭ではを意して< 
ださし、。 



電源コードを傷めない 

参電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せた0しないで < ださい。また、電源プラ 
グを巧<ときには、コードを持って引き抜 
ひないで < ださい。 

乂巧や感電の原因になのます。 



電源プラグは確実に是し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んで < ださし、。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないで < ださし、。 

火災や感電の原因じなります。 

♦ぬれた手での巧き差しはしないで < ださし、。 
感電の原因じなのます。 




まをのために必ずお守りくださレ 


么注意 （CAUT I ON) 


ザ 

使 

用 

前 

に 


電源プラグによる消义禁止 

•電源プラグを巧いて運転を停止しますと感 
電•火ぶ-過熱の原因 I こなのます。 


0 



許容電力な上のほ用禁止 ^ 

•コンセントや配線器具の定格を超える使い _ 

方ゆ ACIOOVli (外では使用しない。 ( X ) 

たこ足配線などでを格を超えると、発熱に 

よる火巧の原因じなります。 ^ 


電源プラグのお手入れをする 0 

•ときどきは電源プラグを抜き、ほこり(及び 
金11物)を除去してください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良じな 
り、火巧の原因じなります。 



長時間使用しないときは電源プラグを巧く ^り 

•長時間使用しないときは、電源プラグを巧 
いてください。 

火ぶやろ期しない事故の原因じなります。 / A 


給が気筒トツプにホースなどでかをかけない 。 

•機じ水び入ると感電-故障の原因じな (| 

發 


温水マツトなどの上に設置しない 

•温水マットや電気カーぺットの上に設置し 
ないで<ださい。機器の重みで温水マット 
や電気カーぺットび故障する原因じなりま 
す。 

また、温水マットや電気カーペットの熱で 
機器び正し < 制御しないことびあります。 


0 



ラジオなどから誰す 

•ラジオ-ステレオなどをお<で使用する揚 
合は、雑音び入る事びありますひら、離し 
て使用して < ださし、。 


〇 



できるだけ謎してほ用 
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特にを意していただきたいこと 


么注意 （CAUT I ON ) 


特巧な場所での使用禁止 

•ス I -ーブは一般家庭の居室の暧房用じつ< 
られたちのです。クリーニング店、美容院 
など化学葉品を使用する揚所で使用しなし、 
でくださし、。 

化学藥品などの影響によの異常燃焼や故障 
の原因じなのます。 

•乾燥室-温室-飼育室などでは絶巧に使用 
しないで < ださし、。 

植物び巧れたり、動物び死こする揚合びあ 
のます。 

•業務用として使用されますと著しく磯器の 
寿命び短< なります。 



高地注意 

•標高1000 mUi 下で使用 < ださし、。 

それをこえて使用する揚合はお買い巧めの 
販売店じご相談 < ださし、。 

そのまま使用しますと、空気不足じなり、 
異當燃焼の原因じなります。 



排気管の延長時のま意 

♦排気管を 1 m しソ上延長する場台は、ス I -ーブ肉の調節び必要となります。（設置 
工事説巧書参照)お買い求めの販売店じご相談 < ださい。 

そのまま使用しますと、空気不足となり、異常燃焼の原因じなります。 


A 


お願い （NOT ICE ) 


雷時のま意 

•雷び接近したときは、電源プラグをコンセ 
ントぴら巧いて < ださし、。 

雷じよる一時的な過電流で電子部品び損傷 
する揚合びあります。 

参使用中に電源プラグを巧きますと機器び過 
熱して故障の原因じなる場合びありますの 
で、雷び近づ<前に運転を停止して、巧流 
フアンび止まってなら巧いてくださし、。 




参ガラスじは水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでくださし、。 
ガラスび割れて危険です。 


参ストーブ前面巧おは、み<射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敦いたりしないで 
<ださし、。 

変色や変形したりすることびあります。 


I 使用する場所 


ストーブを巧をにほ用するためには、場所の選定が大事です。 

場所の遇定は「据付け場所の遇定及び標準据付例」の巧をお読みください。 
(33 〜34ぺージ参照） 


■効果的にほ用するため 

•おたい外気に接する窓ぎわゆ壁側に据巧けると、を気び暖められて巧流しますので効果 
的です。 

♦ス I -ーブの前方に障害物びあると、部屋の温度じむらびできる原因じなります。 


ザ 

使 

用 

前 

に 


なの場所では巧用しないでください。义災や予想しない事巧の原因になります。 


参水平でない場所、不を定な揚所 

•不安定なちのを乗せた棚などの下 

参可燃性ガスの発生する場所又はたまる揚巧 

•巧おじ燃えやすいちのびある揚所 

•階段、避難□などのけおで避難の支障となる場所 

•温室、飼育室など人のいない揚所 


10 




























































機能と特微 


■ FF タイプ 


燃焼に必要な空気を室外から取の入れ、燃 
焼後の排ガスを室外へ出す方式 （F F 巧)です 
ひらクリーンな暧房です。 


■簡単操作_ 

点火•消火は、運転スイッチを巧すだけの 
ワンタッチ操作です。 

(1 6〜19ページ参照） 


■固定運転機能 


設を温度を「1_〇」または 「H i 」じする 
と、火力を自動的に調節せずに最ルまたは 
最大火力で燃焼し続けます。 

(18 ページ参照） 


■設定室おや時刻を記憶します。 

停電しても記憶しています。 （3 分剧 


■ふ<が巧房_ 

み < 射じより効果的に暖房感び得られます。 
また、火力び小さ< なるじつれて温風量ち少 
な< していさますので、温風の不快感を感じ 
ることな < 快適な暖房感び得られます。 


■まミ届を適切にコントロール 

お部屋の温度を、お好みの室温に設定すると 
义力を自動的に調節してお部屋を暖めます。 
※お部屋の温度び設定温度に達してち消火し 
ません。 

(1 7ページ参照） 


■セーブ運転機能_ 

セーブボタンを押しておけば、現在室温び設 
定室温よの約 2 C 上昇すると自動的に消义し 
現在室温び設定室温まで下びったら自動的に 
点火します。暖めすぎを抑えます。 

(2 2ページ参照） 


■タイマー運転お能 

希望の時刻に運転を開始します。24時間デ 
ジタル表示でセツトで含ます。 

(2 0 〜21ページ参照） 
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I を SB のなまえ 


■か規図 


【正面か観図】 


ザ 

使 

用 

前 

に 


表示部-操作部 
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I を部のなまえ 

■か規図 


【背面か親図】 


エアー フイルタ 


室温サーさスタ 


ガス接続 □ 

排気管巧け検知リード線 


壁固定板 



壁固定金具 


ストッパー 


ストッパーリング 


排5^1_11ルボ 


給気ホース 


給が気筒（別売品） 
FWT -6 M - CF -02 
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I を SB のなまえ 


■表示部-操作部 


タイマーボタン 


»タイマーのセツト及び解除 


セーブ ボタン 


»セーブ運おの開始及び解除 


デジタルま示部 


■初期表示の点な(運転スイッチ f 切 j の揚合） 
電源プラグをコンセントじ差し込んだとさ 
停電を、通電したとさ 
時刻設定していないとさ 
■通常時 
現を時刻の表示 

■時刻設定ランプ点な中 . 設定時刻の表示 

■室温ランプ点な中 . 設定室温の表示 

■タイマー表示ランプ点口中…タイマーの設定時刻を表示 
■チェックモード表示 
(ス I ブび停止したとき） 

■何ち表示しないとさ 
(停止中） 

(省電カモード） 


E-OG 


ザ 

使 

用 

前 

に 



午前•午をランプ（レツド) 

■午前-午後の表示 


温度-時刻設定ボタン 

•温度を rc づつ設定 
•時刻を設定 


設定切換ボタン-ランプ（レツド） 

■設定切換ポタンを巧すことにより設 
定したい項目のランプび点なし、デ 
ジタル表示部に設を値び表示 


運転スイツチ*ランプ（レツド) 

■運転開始及び消火 
* ランプ点な''’運転 
* ランプ点滅' ''消火後再点火したとさ 
(ス I -- ブび;ちえると点なに変わる） 


タイマーランプ（グリーン） 

•ランプ点灯' ''タイマー点义予約 


セーブランプ（グリーン） 
•ランプ点な…セーブ運転中 
■ランプ点滅''' セーブ運転中、室温び 
設定室温よ0 2 ° C 上昇 
した揚合(消义中ち点滅) 
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■巧用前の準備 


おほいになられるときは必ず2〜9ぺージの「特に注意していただきたいこと」をお 
読みの上、まをなが態でご巧用< ださい。 


■点义前の準備と巧認 


1ガス種•電源のお認 

参ガス種-電源(電圧-周波数)は機器ち側面 
の銘板に表示してあのます。 


警告- 

♦機器に表示してあるガスと使用するガス 

〇 の種類び合ってし>るか確認して<ださし、。 
参電源、電圧び AC 100 V 尼 0/60 HZ ) 
であることを確認して < ださし、。 


例：銘板 （13 A 用) 
器具名： FFR -0000 


[ FFRzOOOO > 
外壁用 ( FF - W > 


(都巧方ス用 

13 A ) Ve > 

7.30 kW 1-- 

(定格電圧 

: AC 100 V 1- 

(定格周波数 

: 50/60 Hzl 


定格消費電力： 00 W/OOW 
000000-0000000 
サンポット株まさな 
エネルギー ミ肖費な)率： 82.4% 


型式の呼び 

ガスの種類 
電源(電圧） 
電源(周波数) 


2電源コード及び電源プラグのお認 

•電源プラグをコンセントじ差し込み接続してください。 

—ミち意- 

〇 ♦電源コードの引き回し部分び放熱け非気管の放熱など)を受けない所にあるひ確認して 
<ださし、。 



A 給気ホース(給気管）•排気管のち続の確認 

U 参給気巧ース(給気管）•排気管び正し<接続されているか確認して 
くださし、。 

一么を険- 

〇•外れていると運転中に排ガスび室肉に漏れて、大変危険です。 

4 ストーブの周囲のお認 

参ス I -ーブの周辺及び給排気筒トツプの周囲に引火物や可燃物びな 
いか確認して < ださし、。 


警告 

Q •スプレー定ゆガソリンなど引火物や可燃物びあると火ぶやす想しない事故び荒生する 
おそれびあります。_ 

P ガスををを開にする 

•機器と接続されているガス栓をを開にしてくださし、。 


ガスをを開< 






ffi 用方法 


設定室温現在室温 


設定切換タイマー セーフ 


〇午前 
〇午を 


8.50 


お▼時高▲お 

( I ) 


運転入/切 
シ 




〇室温〇時刻設を_ 温度設定/時刻設を 
〇タイマー表示 


タイ7— セーフ運転 


省電力表示 

運転スイッチび「切」でス I -ーブび停止中 
ボタンを巧さない状態び約10分続くと省 
電力表示じなり操作部のランプび全て消灯 
します。このが態ひら操作する揚合はいず 
れかのポタンを一度押し、表示部を点なさ 
せたのち、各操作を行って<ださし、。 


準 

お 


I 点义 


運転スイツチを押して「入」にする 

•運転ランプび赤色に点巧し、約5秒後にス 
パーク音びし、点火します。 

•点火してから約30秒後に温風び出ます。 




参初めてご使用じなるときや、しばらく使わなかったときには配管肉に空気びあるため 
1回の操作で点火しない場合びあります。 

参スパーク音びして1回で点火しなひった場合は、その後3回点火動作を行いますび、そ 
れでち点火しないときじは、デジタル表示部に IE -1 11 のチェックモードを点滅させて 
自動的に運転を停止します。そのようなときは、運転スイッチをいったん「切」じし 
ス I ''ーブび停止したのち点検し、運転スイッチを「入」じしてくださし、。 

参運転スイッチを巧して「入」じし、 I E -90 I のチェックモードび表をされた揚合は、排 
気管の接続び不十分であったの、排気管巧け検知 U — ド線び正し<接続されていない 
ためです。そのよ5なとさは、お買い巧めの販売店にご連絡<ださい。 

•電源プラグを巧いているが態ひら差し込んだ場合、運転スイッチを「入」じしたと言 
I E - OCH び表示点滅することびあります。そのようなときは、運転スイッチをいったん 
「切」じし、再度運転スイッチを「入」じしてくださし、。 
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使用方法 




設定室温現を室温 


運転入/切 

設を切換 

タイマー セーブ 

〇午前 

が 


恆▼時高▲分 

(C )) 

( ) 

( )( ) 

〇午後 


( 1 ) 

^- ツ 


〇 室温 〇 時刻設定 温度設定/時刻設定 5の-セ-ブ運転 



■义力調節 

•セツトした温度じなるようじ、火力を自動調節します。 


イ温度設定ボタンの情」「低ボタンを押し、 
I お巧みの室温を設定する 

※室温ランプび点灯していないと室温設定びで 
さません。「設定切換」ボタンを巧して室温 
ランプを点好させて < ださし、。 

参温度設定ボタンの na または「低」ボタンを 
押すと rc づつ変化します。 

•設を室温の数字は室温のめやすです。設置ま 
件によっては必ずしち室温と一致しません。 
•初期設定値は「22」 ° c じセットされています。 

参室温設定範囲 

「L 〇」「16」〜「30 」 °C 「 Hi 」 


恆▼時高▲分 


温度設定/時刻設定 
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使用方法 


設定切換 タイマー セーブ 



■固定運転 


設を室温現在室温 




運転入/切 

〇 午前 

が 


お▼時高▲お 

(( )) 

〇 午を 


C 




〇 室温 〇 時刻設定 

温度 

設定/時药 

設を 

タイマーセーフ運転 


〇タイマー表示 



•火力を自動的に調節せずに、微ル履ル)又は最大火力で燃焼しつづけます。 


1温度設定ボタンを巧し続ける 

※室温ランプび点灯していないと室温設定び 
で含ません。「設定切換」ボタンを巧して 
室温ランプを点灯させて < ださし、。 

[微か固定運転]の場合 
•温度設定ボタンの「但」ボタンを巧すと、 
「16 」 °C の後に rLo 」 び表示されて微小 
運転に入ります。 

[最大固定運転]の場合 

•温度設定ポタンの情」ボタンを巧すと、 
「30」 ° c の後に rhu び表示されて最大 
運転に入ります。 

■固定運転の巧除 


温度設定ボタンを押し、お巧みの 
設定をする 

※室温ランプび点灯していないと室温設定び 
でさません。「設定切換」ポタンを巧して 
室温ランプを点灯させて < ださし、。 

[がか固定運転]の場合 
•温度設定ボタンの情」ボタンを押し、お 
好みの温度に設をして < ださし、。 


[微か固定運転]の場合 



ィ屋▼時 

局 ▲ 

( _ 

■ 

温度設定/時を 


[最大固定運転]の場合 



▼時 

高▲お 



設定/時刻設定 


[微 か固定運転]の 合 

▼時高▲分 


設定/時刻設定 



[最大固定運転]の場合 


[最大固定運転]の場合 

•温度設定ボタンの「恆」ボタンを巧し、お 
巧みの温度に設定して < ださし、。 



ィ屋▼時 

局 ▲ 

( 


温度設を/時亥1 


•固定運転じすると、セーブ運転はできません。（セーブ運転じついては22ページ参照) 
設定されていたセーブ運転は解除されます。 
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使用方法 


設定切換タイマー セーブ 


設定室温現を室温 
〇午前 
〇午樓 

〇室温〇時刻設を_ 
〇タイマー表お 


8：30 


運転入/切 



■消火 _ 

1運転スイツチを再度巧し「切」にする 

•運転ランプび消なします。 運転入/切 


2消义をお認する 

•消火後、ストーブびぶえるまで巧流フアン 
び数分間回り続けます。 



•電源プラグは巧流用ファンび停止してから巧いてくださし、。 

•運転中、電源プラグをコンセントから巧いたりガス栓を閉めたりして、運転を停止し 
ないで < ださし、。 

ス I -ーブび過熱するなど、故障の原因じなります。 

•お化ひけじなるとさは必ず消火して < ださし、。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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使用方法 




設を室温現在室温 


運乾入/切 

設定切換 

タイマー セー ブ 

〇午前 

S.3 日 


お▼時高▲お 

(C ^ 

( ) 

( )( ) 

〇午を 


( 1 ) 

^- 乂 


〇室温〇時刻設定 温度設定/時刻設定 S ィマ-セ- ブ運転 



■時刻合せ 

•はじめて使用するときや停電後、表示び I -- : --1 になっている揚ちじは、時刻合せを 
行って < ださし、。 

•停止中でち運転中でち合せることびできます。 


設定切換ボタンを巧して時刻設定 
ランプを点灯させる 



時刻設定の U 寺」「分」ボタンを巧す 


参ボタンを押しつづけると早をりじなります。 


タイマー運串云 I タイマー時刻合せ 


•おめざめ前の暮い朝などお好みの時刻に運転を開始します。 
参停止中でち運転中でち合せることびできます。 


恆▼時高▲分 


温度設定/時刻設定 


設定切換ボタンを巧してタィマー 
表示ランプを点巧させる 


み-タイマ-表示 


設定切換 


時刻設定のけを「分」ボタンを巧す 


♦ボタンを巧しつづけると早送りじなります。 
•分は5分さざみで動さます。 

•タイマー時刻合せは一度セツトすると記憶さ 
れますので、次からセットする必要はあのま 
せん。 


低▼時高▲分 


温度設定/時刻設定 
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使用方法 


設定切換タイマー セーブ 〇午前 
( )( ) 〇午後 



■タイマー運転1タイマー運括のセット 

1運転スイツチを巧して、「入」にする 

•運転ランプび点なします。 

•燃焼中にセットする揚合、運転スイッチを 
「入」じする必要はありません。 


2タイマーボタンを巧す 

>タイス-うンプが占けし牙可 

•約5秒間デジタル表示部にタイマー時刻を表示します。 
•最大固定運輯 [ Hi ] は[30]での自動調節じなります。 

参タイマー運転をセツトすると消火します。 



タイ7 - 


!定室温現を室温 


運転入/切 


8 ： B0 


恆▼時高▲分 


3室温〇時刻設を_ 温度設定/時刻設定 

〇タイマー表お 



お好みの運転を予約する 

•セーフ運転のず約びできます。 

•セーブランプは現在室温と設定室温によって 
点なまたは点滅します。 

■タイマー運転の解除 


運転スイツチを巧度巧し、「切」にする 


参タイマー時刻前に点义する場合は、再度タイ 
マーボタンを巧して、タイマー運転を解除し 
ます。 


ご注意 


•時刻合せしていないとタイマー運転はでさません。化に時刻合せを行って<ださし、。 
(20 ぺージ参照） 

•タイマー点火する場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な化態のないことを 
確認して < ださし、。 

•おでかけのときはタイマー運転をセツトしないで<ださい。子想しない事故び発生す 
るおそれびあります。 


運転入/切 
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^|巧用方法 


設定室温現在室温 


運転入/の 


設定切換タイマー セーブ 〇午前 


イ运▼時高▲分 



〇室温〇時刻設を 温度設定/時刻設定 5 ィトせ-ブ運乾 

。タイマー表示 __ __ i 一一^一一 ^ 


~~--- L 

」 L 

」 L 

」 



■セーブ運転 

•比較的暖し川き期の場合など、設定温度より室温び上びりすぎるときにご使用<ださし、。 

_燃焼•消火を<りひえし、室温を調節します。_ 

1 セー ブボタンを巧す 

•セーブランプび点なし、セーブ運転を開始し 
ます。 

♦室温び設定室温より約2で上昇したときは、 

セーブランプび点滅となり、この状態び約2 
分間つづ < と消火になります。 

再点火は室温び設定温度に下びったとさ、セ 
ーブランプび点滅から点灯に変わり、点火に 
なります。 

•セーブ運転は燃焼-消火を< りひえしますの 
で室温の変動び大さ<なる揚合びあります。 



■セーブ運転の巧除 _ 

セーブボタンを再度巧す 

•セーブランプび消なし、セーブ運転を解除し - 

ます。 セーブ 




•受け音の「ピッ」音を消す場合は、運輯スイッチび「切」の状態で「お」ボタンと 
「高」ボタンを同時に4秒し M 上巧して<ださい。「ピッ」音を消音します。 

ちう一度操作すると、「ピッ」音び発するようじなります。 
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■まを装置 

•異常び生じたとき、自動的に消火する装置です。 

まま装置が作君!した場合、運おスイツチを「切」にし、ストーブがをえてから下記の 
処置をしてください。 


まを装置のなまえ 

参作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

転倒時ガス遮断装置 

参転倒したとさ 

参強い振動や衝撃を受けたとさ 
•地震(震度己程度(上)のとさ 

合合 

ス 1 -ーブの周囲や排気管の外れや 
ゆるみ、ガス漏れなどの異常びな 
いことを確認し再点火操作して< 
ださし、。 

停電まを装置 

•停電したとさ 

•電源プラグび巧けたとき 

E -00 

通電後、再点乂操作して<ださし、。 

過熱防止装置 

•エアーフィルタにほこりびたま 
ったり、エアーフィルタびカー 
テン等でおおわれたとさ 
参温風吹お □ の前方び障害物でお 
おわれているとき 

E - 1 し! 

エアーフィルタの掃除や障害物な 
どの原因を取の除いてから再点火 
操作して < ださし、。 

立消えまを装置 

•不着火 

点火しなかったとさ 
•途中消火 
運転中消火したとさ 

E - ! 

E - /(? 

ガスす全び開き足りないか、閉つて 
し>なし、ひ確認し、再点火操作して 
<ださし、。 

再びチェツクモードび表示される 
場合じは、お買い巧めの販売店に 
ご連絡 < ださし、。 

排気巧そ < まを装置 

•給排気高トップの先端びみさび 
れてし、る 

参強い風び吹いたとさ 

E _ 1 ? ! 

給排気筒トツプの先端び、雪やビ 
ニール袋などでみさびれていなし、 

ひ点検後、再点火操作して < ださ 
い。 

排気管巧け巧知装置 

参排気管接続部の外れ 
•排気管巧け検ミ日 IJ ー ド線び外れ 
たの断線したとさ 

E _ 弓 G 

修理び必要です。お買い求めの販 
売店にご連絡 < ださし、。 

遇電流な護装置 

•過電流び流れ、ヒューブび切れ 
たとき 

ま 示な し 

停止中であれば、省電力表示じな 
つていないひ確認して < ださし、。 

(1 6 ぺージ参照） 

それでち表示されない揚合は修 I 里 
び必要です。お買い求めの販売店 
じご連絡 < ださし、。 
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おが気筒トップ 

参室外の給排気箇トップび鳥の巣やビニ 。 

尸つ 

广 



ール袋などでみさびれていないか点検 





します。 

ijJ 

TVV 



給気ホース(給気管) 
排気管 


•給気ホース(給気管） • 排気管の接続窗 
所び外れていなし ひ点検します。 

•給気ホースび排気管じあたっていなし、 
か点検します。 


00 

つ 

卜 g 


Q 

が 



電源プラグ 


♦電源プラグじほこりびついていないか点検します。 


巧 

用 

一 

と 


周囲の可燃物 
引义巧 


>ストーブの上や周囲-給排気筒トップ 
の周囲に可燃物、引火物びないか点検 
します。 



排ガスの漏れ 


参排ガスのにおいや、目びチカチカしな 
いか点検します。排ガスび漏れていま 
すと危険です。 



給排気筒トップ 


参給排気箇トップび雪や氷でみさびれて 
いないか点検します。みさびれている 
と異常燃焼することびあり危険です。 



エアーフイルタ 


週 

に 

1 

回 

な 

上 


参ストーブ背面のエアーフィルタは取り外すことびできま 
す。エアーフィルタについたほこりを掃除機などで取り 
除含ます。 

♦掃陈び終わりましたら、エアーフィルタを取り巧けてく 
ださし、。 



ストーブか観 

安をのため、電源プ 
ラグをコンセントよ 
の巧いてひら行って 
くださし、。 


>ス I ''ーブ-置台などのほこりやちれは、乾いたやわらひ 
し、巧などでされいじみさとります。 

>シンナー-アルコール-ベンジンなどは使巧しないでく 
ださし、。 


■日常の点検•手入れ 

■点巧-手入れの時のミ主意 

•安をじお使いいただけるよ5点検とお手入れは定期的に行って < ださし、。 

必ず運転スイツチを「切」にして、ストーブが;令えてから下記の処置をしてください。 

■点巧-手入れの必要巧目、時期、方法 

時期1^な巧•手入れ巧目1 方 法 


シ—スンはじめ 
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I 定期点検 

•この機器は使用される場所や条件また、使巧時間により消耗-务化する部品びありますの 
で専門のサービス員による定期点検をおすすめします。 

■定期点巧の実拖時期_ 

2シースン毎に1回程度定期点検をおすすめします。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりの多いところ、温泉地域などでご使用の場合は、1シーブ 
ン毎の定期点検をおすすめします。お買い巧めになった販売店にご相談<ださし、。 


定期点検の的容 


専門のサービス員び機器の性能-機能じついて正常であるかを診断し、必要に麻じて修理作 
業-簡単な意掃を行います。 

安をじお使いいただ<ためじ製品の状態を点検-診断するちのです。 


お申し込み先 


お客さま^お買し > 巧めじなった販売店 


定期点検の費用 


定期点検の費巧はお客様のご負担になります。 

定期点検の結果、部品交換及び修理等び必要な場合は、処置肉容及び費用についてお客様に 
ご相談のうる、実施するか否かをま定します。 
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I 故障-異常の見分け方と処置方法 


•故障かな？と思ってちよ<調べてみると故障でない揚合びあります。 
次のよ〇な場合は故障ではあのません 


現 ま 

方 法 

点 

义 

時 

m 

义 

時 

初めて巧用するときやシースン始 
めに、煙やにおいがでる 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 
異常ではありません。 

点义したときや、ミ肖火したをに 
「コツンコツン」と音がする 

ガス通巧を開閉するための電巧弁(電気で開巧す 
るガス弁)が作動するときの音です。 

ま常ではありません。 

点义したとき、「ポン」という音 
がする 

点义音で異常ではありません。 

「ピチピチ」や「カンカン」とい 
う音がする 

本巧内部の過熱-冷却時に出る金届の膨張•収 
お音です。 

異常ではありません。 

B 

巧 

時 

運拓してもすぐに温風が出てこな 
い 

巧風をださないようにしてあり、おお内が巧ま 
ると、自動的に温風がでます。 

運転中に「シャー」という音がす 
る 

ガスの通過音がする場合があります。 

停止してもすぐに温®が止まらな 
い 

巧流ファンが巧器内部を;令やしてか6自動的に 
止まります。 

巧違って電源プラグを巧いてしま 
ったために、すぐに是し込んで運 
転操作したが点义しない 

巧流ファンがが器内部を;令やしてから止まりま 
す。数分待ってから、再度運転操作をして< だ 
さい。 
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I 故障-異常の見分け方と処置方法 


参異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置して<ださし、。 


\ 現る 

原因 

m 

辱 

ン 

プ 

が 

点 

灯 

し 

な 

い 

点 

义 

し 

な 

い 

お 

が 

立 

ち 

上 

が 

る 

デジタル表示がに表示された 
チェックモード 

巧置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

表 

示 

な 

し 

E-DO 

り,' 

E - l ^ 

卜巧 

£-；4 


電源プラグがコンセ 
ントから巧けている 

• 



• 






電源プラグをコンセ 
ントにお実に是し込 
む 

15 

省電力表示になって 
いる 

• 



♦ 






運おスイツチ Ui かの 
ボタンを巧す 

16 

ガスをが巧じている 


• 




• 




ガスをを開< 

15 

ガスをが開ききって 
いない 


• 




• 




ガス栓を開< 

15 

停電があった 





• 





運おスイツチを巧し 
なおす 

23 

エアーフィルタにほ 
こりがたまっている 








• 


掃除する 

23 

24 

エアーフィルタが力 
ーテンでふさがって 
いる 








• 


カーテンを取り除< 

23 

温風巧出□前方が障 
害巧でおおわれてい 
る 








♦ 


障害物を巧り除く 

23 

給排気筒トップの巧 
溫がふさがれている 



• 



• 



• 

給排気筒トップ巧端 
のしゃ巧物を取り除 
< 

24 

化震や巧い衝撃があ 
った 







• 



巧器周囲、給排気筒 
を点検する 

23 

24 

巧い風が巧いた 









• 

給が気筒を点巧する 

23 


な上の方法で点検し、処置しても直らないときは、使用を中止しお買いボめの販売店 
にご巧談< ださい。 

修理をお申しつけのときには故障内容をできるだけ詳し<、また表示部に表示されて 
いる チェックモー ドをこ連おください。 
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I 巧障-異常の見分け方と処置方法 


設定切換タイマー セーブ 〇午前 
( )( )( ) 。午後 


チェックモードに下記のようなま示が出たときは、お買いポめの販売店へご連絡ください。 


;定室温現在室温 


運転入/切 


弓な 


:) 室温 


〇時刻設を_ 
〇タイマー表示 


お▼時高▲お 

( I ) 

温度設を/時刻設定 


タイマーセーフ運転 


チェックモード表示部 


巧•その他 


6 


コ」〔〕 


UJ 


「コ 


つ」 


6 re 

,, 6 
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巧障-異常の見分け方と処置方法 


このような現まのときはほ用を中止し、販売店にご連繪<ださい 

♦使用される揚所やま件又は長時間の使用じより、下記のよ〇な現象び見られる揚合に 
は使用を中止して、必ずお買い巧めの販売店に修理依頼して<ださし、。 


がガスのにおいがしたり、 

目がチカチカする 

参排ガスび漏れているおそれびあり 
ます。 

排ガスび室肉に漏れていますと、 
危険です。 



点义•燃焼•消义するときに 
「ボン」といラ大きな音がした 

•ストーブび損傷したり、パッキン 
び飛散しているおそれびあります 



I 保管(長期ほ用しない場合) 

参長時間使用しないとさ(シーブン終了時)は、次の要領でお手入れして<ださい。 


1電源プラグをコンセントから巧< 

•ぬれた手で触らないで < ださし、。 

感電のおそれびあります。 



ストーブのか観-エアーフィルタの掃除をする 




4ストーブは設置したまま保管する 

•やを'な <、取の外して収納する揚合は、お買 
し、巧めの販売店へ作業を依頼して < ださし、。 
宿料） 



•お客さまご自身で移動したの、設置したのしないで < ださし、。 
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製 品 名 

FFR - 6007 G 

FFR - 6007 G-P 

型巧の呼び 

FFR - 6007 G 

FFR -6007 G-P 

種 類 

燃焼方式 

強制燃焼式 

給排気方式 

密閉巧 

放熱方式 

強制巧流巧 

点火方式 

連続放電点乂 

暖房化力 

6.02 kW (5180 kcal / h ) 

暖居の目安 

木造 

温暖地； 26.5 m (1 6畳） 暮お地： 26.5 m (1 6畳） 

つンク IJ ート 

温暧地： 34.5 m に1畳） 富を地： 41 .5 m に5置） 

外形す法 

高さ610 mmX 幅680 mmX 奧巧き258 mm 

質 量 

29 kg 

電源電圧及び周波数 

AC 100 V 50/60 HZ 

電源コード長さ 

約 2 m 

定格消費電力 

燃獅き 

38 W /38 W 

38 W /38 W 

待機時 

0.6 W /0.6 W 

0.6 W /0.6 W 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気箇径 

60 mm 

給排気筒の壁貢逼部の□径 

80〜85 min 

延長の最大長さ 

4 m 3 なびり 

排気温度 

26 crc しソ下 

をを装置 

立消え安を装置、停電安を装置、転倒時ガス遮断装置 

排気管巧け検知装置 

過熱防止装置(ヴーモスタット） 

排気閔そ < 安を装置(風圧スイッチ） 

過電流保護装置(電流ヒューブ） 

附属品 

ワイヤーバンドけ）、ストッパーリング(1)、断熱カバー (1) 

壁固定金具に)、ねじ斗 X 10に)、ねじ 4 X 25 に） 

取お説巧書(1)、設置工事説お書け）、保証書 (1) 


型ぶの呼び 

使用ガス 
使用ガスグループ 

1時間当たのの 
ガス消費量 

ガス接続 

FFR - 6007 G 

13 A 

7.30 kW 
(6280 kcal / h ) 

TU 1/2 スネジ 
強化ガスホース接続 

FFR - 6007 G-P 

LP ガス 


31 


■ァフタ-サ-ビス 


■保証書について 

•保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確ひめのうえ、販売店からお受 
け取りくださし、。 

•保証期間は、お買い上げ曰ひら1年間です。 


■修理を巧}頁するときについて 


「巧障•異常の見分け方と処置方法」に従って点巧して<ださい。処置しても直らな 
いときは、ほ用を中止し、おず電源プラグを巧いてから、お買い求めの販売店へご連 
絡ください。 

修巧に隐しましては、保証書をご提示< ださい。保証書の規定に従って販売店が修巧 
いたします。 


チェックモード表示 


•保証期間び過ぎているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用できる場合は、希望じより有料修理したします。 

•修理料金は、技術料-部品げ-出張料などで構成されています。 

♦ご不明な点や修理に関するご巧談は、お買い巧めの販売店にお問い合わせ<ださし、。 

■お居-移動について _ 

•ガスや電源の種類は地域じよって異なり、そのままご使用でさない場合びあります。 

転居先のガスや電源をご確認のラえ、ちよりの乃ス事業ちじご相談<ださい。 
•機器の設置場所を変更されるとさは、お買い求めの販売店じご依頼<ださし、。 

■巧修用性能部品の保有期間について 

•この機器の補修用性能部品の保ち期間は製造巧切の後7年です。 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するためじ必要な部品です。 



ご連絡していたださたいこと 

ご住所 


お名前 


電話番号 


製品名 


型 名 

FFR - 6007 G 

FFR - 6007 G-P 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障又は 
異常の肉容 

で含るだけ詳し< (表示部のチ I ック 
モード数字など)お知らせ<ださし、。 

訪問ご再望曰 



点 

巧 

そ 

の 

他 
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I 据付け 

■設置工事は販売店に巧巧する_ 

設置工事ゆ移動工事は販売店又は据巧業ちじ依頼し、お客様ご自身では行わないで<ださい。 


■据付け場所の選定巧び標準据付け例 


お付けじついては、乂巧ず防条例、電気設備に関する技術基準などまちの基準びあります。 
設置工事説日月書の「安全のためじ必ずお奇の<ださい」をお読みになの販売店又は据巧業音と 
よ<ご相談して<ださい。また、「標準据はけ例」じついては、下図を参照して<ださし、。 


[ス I -- ブから周囲の可燃物までの離隔距離】 





•ス I -ーブび囲われる場所に設置する揚合の肉部やその周辺は、でさるだけ不燃な料又 
は準不燃が料あるいは防熱板で仕上げを行って<ださい。また、ス I -ーブは必ず壁面 
より己 cm じ(上手前じ出してくださし、。 
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1据付け 

[給排気箇トップなら周囲の可燃物までの離隔距離】 



を條 1) 

60 cmUi 上のゴ法は、不燃巧を使巧する場合は SOcrrU ソ上とする。 
を條 2) 

防火上、必要な可燃物との離隔距離は 15 cmU ^ 上ですび、燃焼排ガス 
の滞留をさける為、 45 cmLi (上離すことを推奨します。 

•給排気箇トップは上方及び両側に気流を阻止する障害びなし、 

こと。 

•雪のをい地方では最高積雪面よの 50 cmL 乂上離れる場所に、 

給排気筒を取巧けて < ださい。 

•國では可燃物までの離隔距離をホしていますび、性能維持の 
ため、不燃物などの揚合ち上圏離隔距離として< ださい。 

(※^部は除 <) 


■給排気筒を延長する場合のミ主意 _ 

給排気箇を延長する揚合は、 4 m 3 曲びりしソ下で取り付けられる揚巧を選定して<ださい。 


点 

巧 

そ 

の 

他 
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I 据付け 

■積雪地区におけるミ主意_ 

積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒び雪でみさびれないよ5な取付揚所を設定して<ださ 
し、。また、風びよど巧よ5な場所では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあ 
ります。 


■据付けをの確認_ 

お付けび終わりましたら、ち5—度、設置工事説日月書の「安をのために必ずお守りください」 
をお読みじなり、設置工事説日月書に記載されているとおり据巧けられているひど5ひを確認し 
てください。 

•給排気筒を延長して設置している揚合、延長長さは 4 m しソ下、曲びりは3箇所(下として< 
ださし、。 
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試運転は、化売店又は専門業をと一緒におず行って< ださい。 


■運転準備 _ 

1電源コード巧び電源プラグの巧認 

•電源プラグをコンセントじ差し込み接続してください。 

2ガス拴をを開にする 

•磯器と接続されているガス栓をを開にして < ださし、。 



設定切換タイマーセーブ 


設定室温現を室温 
〇午前 
〇午後 

〇室温〇時刻設定_ 
〇タイマー表示 


8：30 


■運き云 


運お入/切 



1運転スイツチを巧して「入」にする 

•運転ランプび赤色に点なし、約5秒後に 
スパーク 音びし、点火します。 

•点义してひら約30砂後に温風び出ます。 

■散 _ 

運転スイツチを再度巧し「切」にする 
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受 91^ ポ! Jht ホ式含巧 


お客様巧談窓口〔受付時巧：平日午前9時〜午を5時まで〕 
TEL 01 98-37-1 177 FAX . 01 98-37-1192 


化幌述 

干 060-0042 

W 肺駆柳2お 0 T 目1辭捐 

TEL .011-785-1 211 

FAX .011-782-8262 

馴路営勤 ii 

〒〇放-0051 

簾飾化剛離1号 

TEL .0154-22-5821 

FAX .0154-32-2289 

を臨麵 

〒〇撕 -0 撕1 

を師ま1錦 25 T 目12塞化 

TEL .0155-22-1 335 

FAX , 01 55-28-2266 

胆川営業所 

干 078-8237 

胆川禮岡7桑 6 T 目6番10号 

TEL .0166-34-8636 

FAX .0166-39-21 57 

醜営勤 ii 

干 041-0 班1 

函館市ネ逼 4 T 目17番2提 

TEL .0138-53-2583 

FAX .0138-33-21 80 

祉台営業所 

干 983-00:34 

祉飾宮鹏國町竹目2塞40号 

TEL .022-236-3444 

FAX 口 22-238-941 6 

郡山営勤 ii 

干963-撕41 

郡山帽瞒韓路1翻1说 

TEL .024-962-9288 

FAX .024-962-9266 

青黯麵 

干 030-01 31 

青森禍屋脈 T 目1雜1輯 

TEL .017-738-41 41 

FAX ,017-738-5354 

秋田営獅 

干01 0-091 4 

秋肺保戸野千け田町1强17号 

TEL .018-824-3421 

FAX .018-824-3423 

岩手営勤 ii 

干 025-0301 

巧き刷;’記載腿!1疆蛇6 

TEL .0198-37-1 138 

FAX .0198-37-11 游 

節帽営業所 

巧 52-0001 

繼輔 CT 目24辭号 

TEL .048-471-8420 

圆 48-470-1141 

離営勤 ii 

門別-0031 

長野市持醒腳1114番腮 

TEL .026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

化願営勤月 

干321 -0942 

宇都都峰2巧强9号 

TELO 泌 -635-7755 

FAX ,028-651-2255 

大阪営業所 

〒已 64-0053 

峽師江の删 18-27 

TEL .06-6%7-3211 

FAX .06-6%7-3212 

訓営勤 ii 

干 939-821 2 

訓市掛謂479番地4 

TEL 仍 6-420 で677 

FAX .076-420-2238 

サンポッにンジニアリング株式会な 



ヴ-む部 

〒〇奶 -0042 

札齡躯柳2ま 10 T 目1盤5号 

TEL .011-785-1 201 

FAX 011-7 撕 -2338 

I 山台卜りめ卜巧83-00：34 

I 山台晴雕柩扇町4了目2塞40号 

TEL 022-232-1479 

FAX ,022-238-9843 


ヴンポツトホ-ムページ http ：/ / www . sunpot . co . jp / 

事務所名•輸‘電誦部頸することがあります。扼かじめご了测います。 


ご購入な居け)年月曰 

年月 曰 

ご購入店名 


TE L 


お客様へ--•おぼえのため、ご購入年月曰、ご購入店名を記入され S と便利です。 


324000262 00B 
9540 










